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佐 藤 静 司
<序>
第 2ステージのアルカリ金属グラファイト層間化合物C2｡M(M-K,Rb,Cs)は,液体窒素
温度領域で水素を分子のまま可逆的に吸着し,C2｡M(H2/D2)2 という飽和化合物になる｡吸
着は,C2｡Kに比べるとC24Rb,C2｡Csのほうが, また,軽水素よりは重水素のほうが容易
におこり,より低圧で飽和するという特徴を持っ｡
当研究室でおこなわれたC2｡K,C2｡Csに対するESR ･電導特性などの測定によると,水
素吸収により伝導電子が減少し,この減少量は軽水素に比べ重水素のほうが多いという同位体
効果を示すことがわかったoそこで,私は,試料をC2｡Rbにかえ,電気抵抗,Hall効果,横
磁気抵抗効果を測定し,C2｡Rbにおける水素吸収による物性変化を研究した｡
<実験>
図 1に試料ケースとガス溜めを示す｡試料は,図のように六本の枝が出た形に加工されたH
OPGから二段炉法により合成した｡試料の枝には,合成前に白金ペース トにより白金線をと
りつけ,外部のリー ド線を接続し,合成後そのままで測定できるようにした｡
電気抵抗,Hall効果,横磁気抵抗効果は,一般に用いられる直流四端子法を用い,抵抗値
はデジタルマイクロオームメーター,Hall電圧は電位差計により測定した｡用いた磁場の大
きさは1.45Tで,電流に垂直,C軸に平行にかけた｡各測定は一定温度でおこなったが,電
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